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行動発現分野
三上車允･樫井芳雄1)
(研究概要)
A)運動祝における方向判断に関与する脳内機構
の研究
三上車允･井上雅仁2)･長谷川良平3)
運動する物体の運動方向を視覚的に判断するとき
に働く脳内の機構をPET計測によって調べ,運
動視の知覚で働く部位と同じ上側頭溝後部の活動
部位が働くことを示した｡
B)視覚誘導性急速眼球運動に関与する脳内機構
の研究
三上車允 ･井上雅仁
視覚誘導性急速眼球運動をPET計測によって調
べ､環7fi迎合野､前頭連合野の活動部位を同定し
た｡
C)形態相和と運動情報の総合過程に関与する局
所回路の研究
三上章允･田中祐介4)
形態情報と運動情報の総合に関与する神経回路を
